
別紙
欄に記入してください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温室効果ガス削減実施状況報告書

１　事業の概要

（１）事業所の名称
　

（２）事業所の所在地

（３）業種

２　計画の期間

　　

イオンスタイル広島府中

広島県安芸郡府中町大須２丁目１－１

5611：百貨店・綜合スーパー

　本計画の期間は，平成29年度を基準年度とし，平成30年度から令和２年度までの３年間とする。



３　温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標の達成状況

　《排出量を削減目標とする場合》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 平成　　年度 平成　　年度

3,718 3,463

3.3 9.9 100.0 100.0 100.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3,718 3,463 0 0 0

3.3 9.9 100.0 100.0 100.0

実績に対する
自己評価

※　削減率(c)＝((b)-(a))/(a)×100　　削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100

　《原単位を削減目標とする場合》

　　原単位算定に用いた指標： 

平成　　年度 平成　　年度 平成　　年度 平成　　年度 平成　　年度 平成　　年度

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実績に対する
自己評価

※　削減率(c)＝((b)-(a))/(a)×100　　削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100
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電気使用量が大きく下がった。夏場、冬場においても、気温が落ちている為、空調稼働が少な
くなり電気の使用量が削減できた。
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４　温室効果ガスの排出の抑制に係る具体的な取組の実施状況

　○　温室効果ガスの排出抑制に向けた取組み

1

2

3

4

○　温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組み（環境価値の活用等）

1

2

3

○　その他の取組み

1

2

3

※　環境に配慮した実践的な取組みなどをされていれば記入してください。

具体的な取組み

日々の電気使用量をグラフ化して後方ス
ペースに貼り出し、全従業員の節電行動を
引き出す。省エネ推進の定期点検を行い使
用量の削減を目指す。

電気使用量の削減 昨年から２％削減

項　目 削減量等

種　　類 合計量

具体的な取組み項　目 削減量等







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）


